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発行京都府宇治市

傘
〒611京都府宇治市

宇治琵琶3番地

電話（0774）22－3141

編集広報課

●毎月1ａ・ｉｉ日・21日発行

応募対象作品

応募の時点で市内に在住または通勤・通学して

いる人の作品で、新作か平成元年4月1日から3

年3月31日までに刊行されたもの。ジャンルは、

小説・戯曲・評論・随筆・紀行・童話・詩歌などの文学

作品及び文学・歴史・民俗などの研究作品。なお、

作品は日本語で書かれたものに限ります。また、

詩歌などは20編程度必要です。応募者の性別は問

いません。

応募作品の規格

原稿作品（Ｂ4判の400字詰め原稿用紙、縦書き

に限る・ワープロ原稿も可）、雑誌（綴じるか製本さ

れたもの）または単行本として印刷された作品。

応募方法

原稿作品は表紙に題名・氏名（ペンネームの場合

は本名も）・住所・電話番号・生年月日・性別・勤務先

（通学先）を記入し、綴じてください。雑誌・単行本

は、別紙に前記の項目を記入し、添付してください。

雑誌などは、応募作品の個所に見出し紙をはって

ください。応募作品は返却しません。

1229

選考委員（50音順・敬称略）

木股知史（相愛大学助教授、日本近代文学）塩見啓子（歌人、フリーライター）鈴木貞美（国際日本文化研究センター助教授。日本近・現代文学史）坪内稔典（京都教育大学教授、俳人、日本近代文学）水川喜夫（神戸女子大学瀬戸短期大学教授。日本古典文学）宮城宏（甲南女子大学教授、社会学、平等院住職）山路興造（京都市歴史資料館主幹、日本芸能史）

問い合わせ・作品送付先

宇治市役所企画課企画係

〒611宇治市宇治琵琶33

（電話22・3141内線236）

主催　宇治市　宇治市教育委員会

募集期間

４月１日（月）～５月3

1日（金）

あ
な
た
の
才
能
に
感
動
し
た
い

紫式部市民文化賞

賞品・賞金
紫式部市民文化賞（２人以内）

正賞・副賞（３０万円）

発表１０月

受賞式11月17日（日

）
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帖
（
「
橋
姫
」
「
椎
本
」
「
総
角
」
「
早
蕨
」
「
宿
木
」
「
東
屋
」
「
浮
舟
」
「
蜻
蛉
」
「
手
習
」

「
夢
の
浮
橋
」
）
は
宇
治
を
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
「
宇
治
十
帖
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
源
氏
物
語
最
後
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
の
地
に
ふ
さ

わ
し
い
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
、
「
紫
式
部
文
学
賞
」
・
「
紫
式
部
市
民
文

化
賞
」
を
制
定
。
市
制
施
行
四
十
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
記
念
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一紫式部文学賞イベントー

郷？う渕
プレイベント

宇治十帖の古跡や平等院な宇治十帖

受賞式イベント11月17日（日）

紫式部文学賞・紫式部市民文化賞

スタンプラリーどの史跡を巡ります。実施

期間は10月から11月上旬までの土・日曜・

祝日を予定。年齢などに応じた数種類の

コースを設けます。

第1回受賞式

前
夜
祭

平
等
院
で
の

1
1
月
1
6
火
（
土
）

照
明
に
照
ら
し
出

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
さ
れ
た
平
等
院
鳳

凰
堂
を
背
景
に
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
を

中
心
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
、

平
安
王
朝
の
「
み
や
び
」
を
再
現
し
ま
す
。

入
場
者
は
公
募
す
る
予
定
で
す
。

宇
治
公
園
で
の
大
型
ビ
デ
オ
ス
ク
リ

イ
ベ
ン
ト
ー
ン
に
よ
り
平
等
院

で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
況
中
継
す
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
予
定
し
て
お
り
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
す
。

文化センター大ホールで開催。式典

の後、紫式部文学賞選考委員による

記念講演を行います。

シンポジウム　受賞式の後、文化セ

講演会　　　　　ンター大ホールで、

浮かび上がる鳳ｍ堂、そしてヒロイ

ン浮舟の登場レーザー光線、マ

ルチスライド・、音響効果、特殊効果

などを駆使しだパフォーマンス

源氏物語・紫式部を題材としたシンポジ

ウムや講演会などを開催します。

また、小ホールやロビー、広場などでは、市

民の皆さんに直接参加していただけるサブイベ

ントも開催します。

各種展示　市民の皆さんが作つたかるた・

扇子・冊子のほか源氏物語に関連する資料など

を展示します。また、茶席を設けるほか、茶な

どの特産品の販売も行います。

「源氏物語」散

策の道
市
で
は
、
紫
式
部
文
学
賞
の
創

設
を
契
機
に
、
平
成
三
年
度
か
ら

「
源
氏
物
語
」
を
主
題
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

★
宇
治
十
帖
の
古
跡
や
平
安
時
代

の
史
跡
を
結
ぶ
散
策
道
路
の
整

備
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★
史
跡
の
総
合
案
内
板
、
道
標
な

ど
の
整
備

★
「
万
葉
集
」
の
中
か
ら
宇
治
を

詠
ん
だ
代
表
的
な
歌
を
選
定
し
、

そ
の
歌
碑
を
建
て
る

★
大
吉
山
を
風
致
公
園
と
し
て
整

備
★
史
跡
の
案
内
な
ど
を
載
せ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

－＾路整傷（ｓ辱釦隋）
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史
資
料
館
特
別
展
示

源
氏
物
語
の
世
界
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語
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の
い
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な
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選
考
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員
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

紫式部

　文学

賞
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